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礎
（
い
し
ず
え
）

　
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
く
だ

さ
っ
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
20
年
間
、
多
く
の
様
々
な

方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
一
人
の
人

間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と

な
る
身
と
し
て
成
長
や
進
歩
で
き
、

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
熊
本
に
と
っ
て
、
２
０
１
６
年

は
、
重
大
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
敢
え
て
深
く
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
語
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
体

験
を
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
は
沢
山
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

震
災
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
事
象

に
当
て
は
ま
る
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
現
在
私
は
大
学
生
で
す
が
、
そ

こ
で
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
大
学
の
講
義
以
外
で
は
創

作
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
、
自
分
は
人
生
で
初
め
て
ラ

イ
バ
ル
と
も
言
え
る
方
と
出
会
い
、

そ
の
方
と
「
切
磋
琢
磨
」
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
、
言
わ
ば
「
本

物
」
と
呼
べ
る
作
品
を
生
み
出
せ

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

薗田 征樹さん

〔緑町区〕

新成人の未来を祝う
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ら
の
経
験
は
、
自
分
が
将
来
へ
羽

ば
た
い
た
と
き
の
良
い
「
点
」
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
と
点

を
合
わ
せ
、「
線
」
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、
社
会
の
礎
に
な
る
私
の
、

こ
れ
ま
た
、
大
切
な
「
い
し
ず

え
」
に
な
れ
ば
、
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
一
つ
の
恩
返

し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
ま
す
。

成
人
を
迎
え
て

　
本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
20
年
間
、
私

た
ち
を
暖
か
く
見
守
り
、
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
恩
師
、
地
域
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
現
在
、
航
空
自
衛
官
と

し
て
国
防
と
い
う
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
に
、
日
々
仕
事
や
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
熊
本
県

が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
こ

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
熊
本
県
、
そ
し
て
甲
佐

町
が
、
一
刻
も
早
く
復
興
で
き
る

よ
う
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

田上 舞花さん

〔上早川一区〕

　１月８日（日）町生涯学習センターで、

平成29年甲佐町成人式が開催されまし

た。

　今年の新成人は、平成８年４月２日～

平成９年４月１日生まれが対象で、町内

の対象者は107人。式典には、82人が出

席しました。

　式典では、各地区の新成人代表が新成

人全員の氏名を紹介した後、奥名克美町

長が「災害に負けることなく、若い力で

先導的立場で引っ張っていく青年が多く

誕生することを期待します」と式辞。蔵

田勇治町教育長が「自分の夢を持ち、そ

の夢に向かって努力し続けてください」

と励ましのことばを述べ、緒方哲哉町議

会議長と甲佐中学校生徒代表の渡邉光さ

ん（２年・大町区）が祝辞を述べました。

　新成人への記念品が宮地昭夫さん（岩

下一区）に贈呈され、井手美穂さん（南

三箇区）が「交通安全宣言」を宣言。最

後に、梅本龍太さん（和田内区）が「大

人としての自覚を持ち、自分の行動に自

信を持ち、向上心を持って前進していき

ます」と「誓いの言葉」を述べました。

未来を拓く新成人たちの

大人への門出の晴れ姿

▶
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
梅
本
さ
ん
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陽気陽気

こうさんもんを巡りながら、クイズにチャレンジ！こうさんもんを巡りながら、クイズにチャレンジ！
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■
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
平
成
28
年
１

月
〜
12
月
の
収
入
に
つ
い
て
申
告
が

必
要
で
す
。

■
申
告
相
談
で
の
注
意
事
項

●
準
備
す
る
も
の

・ 

印
か
ん

・ 

申
告
者
本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
対

象
者
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

ま
た
は「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」

・ 

給
与
収
入
や
年
金
収
入
が
あ
る
場

合
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

証
明
書

・ 

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
）
が
あ
る
場
合
は
、
収
支
計
算

を
し
て
い
る
収
支
内
訳
書
な
ど
）

・ 
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る

場
合
は
、
控
除
証
明
書

・ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
・
証
明
書

と
記
入
・
計
算
済
み
の
明
細
書

・ 

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

証
明
書
や
領
収
書

・ 

所
得
税
の
振
替
納
税
お
よ
び
還
付

を
受
け
る
場
合
は
、
各
金
融
機
関

の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
な
ど

の
控
え
と
、
そ
の
通
帳
に
登
録
し

て
い
る
印
か
ん

・ 

税
務
署
が
送
付
し
た
確
定
申
告
書

な
ど

　
株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
人
は
、
事
前
に
町
税
務
課
ま

た
は
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
必
要
書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
税
務
署
で

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
伴
う
雑
損
控

除
が
あ
る
場
合
は
、
雑
損
控
除
計
算

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
雑
損
控

除
計
算
書
は
、
事
前
に
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
作
成
を
済
ま
せ

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
の
日
程
な
ど

▼
申
告
期
間

　
２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15
日（
水
）

※
３
月
５
日
（
日
）
は
、
休
日
申
告

　
を
開
設
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　 

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
、
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

※
３
月
５
日
（
日
）
は
午
前
９
時
〜

　
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
午

　
後
３
時

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

■
熊
本
東
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　
申
告
相
談
会
場
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場

　
火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本
市
東
区
石

原
２
丁
目
２
‐
28
）

※ 

熊
本
東
税
務
署
内
で
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
相
談
期
間

　 

２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15
日（
水
）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※ 

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
（
雑
損
控
除
が
あ
る
方
）

に
つ
い
て
は
、
１
月
30
日
（
月
）

か
ら
申
告
相
談
が
で
き
ま
す
。

※ 

２
月
19
日
（
日
）、26
日
（
日
）
は
、

休
日
申
告
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
５
）

・
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

平成29年度

■町県民税・国保税の申告相談の日程一覧

日程
行政区名

午前 午後

２月

16 木 早川 中早川・北早川

17 金 吉田 糸田

19 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

20 月 辺場・古閑・八丁・山出

21 火 芝原

22 水 府領・北原

23 木 和田内 田原

24 金 中山 下田口

26 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

27 月 上田口

28 火 津志田

３月

１ 水 南三箇 麻生原・世持

２ 木 船津

３ 金 浅井 下横田

５ 日 町役場にて平日に来庁できない人を受付

６ 月 上早川一区・五区 中横田

７ 火 上早川二区・三区・四区

８ 水 大町・横田・有安

９ 木 緑町 仁田子

10 金 岩下一区・二区 下豊内

13 月 上豊内 西寒野

14 火 東寒野 井戸江・安平・上揚

15 水 広瀬・谷内・本坂谷・堂ノ原・西原・小鹿

※ ２月16日（木）、17日（金）、20日（月）～24日（金）、
27日（月）～３月３日（金）は、税理士も相談に応じます。
株や土地の売買、消費税の申告や資産税についてのご相談
がある人はぜひご利用ください（受付は午後３時まで）。

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
は

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）
で
す
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11
月
27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

第
41
回
熊
本
甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
実
施
さ
れ
た

「
甲
佐
10
マ
イ
ル
ク
イ
ズ
」
の
抽
選

が
行
わ
れ
、
特
賞
以
下
各
賞
の
59
人

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
問
題
は
、「
本
大
会
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
と
山
の
神
は
、

そ
れ
ぞ
れ
何
人
？
」
で
、
正
解
は
共

に
「
３
」
で
し
た
。
７
７
９
人
が
応

募
し
、
正
解
し
た
７
６
５
人
の
中
か

ら
抽
選
で
特
賞
１
人
、
甲
佐
10
マ
イ

ル
賞
10
人
、
日
立
物
流
陸
上
部
賞
６

人
、
甲
佐
ふ
る
さ
と
賞
28
人
、
協
賛

で
賞
14
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
特
賞

の
舟
川
慧
吾
さ
ん
（
大
津
町
）
に
は
、

奥
名
克
美
大
会
会
長
か
ら
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　12月14日（水）上益城農業協同組合（梶

原哲代表理事組合長）から町内４小学校にう

がい用の緑茶30㌔が贈呈されました。

　上益城農協では、地域貢献活動の一環とし

て、児童の健康維持のため、風邪やインフル

エンザなどが流行する前のこの時期に毎年贈

呈されています。

　緑茶によるうがいは、緑茶に含まれるカテ

キンが風邪などを予防する効果があり、また、

フッ素も含まれているため、虫歯予防にも最

適とされています。

10マイルクイズ当選発表　
特賞は舟川慧吾さん（大津町）が当選

うがい茶で風邪を撃退して
上益城農協から小学校にうがい茶贈呈

▲上益城農協からうがい用の緑茶を受けとる奥名町長

▼

特
賞
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
贈
呈
さ
れ
る
舟
川
さ
ん

ダンスで心を元気で豊かに
12月24日（土）ダンス公演会を開催

▼ KIRARA Shining Star のメンバーと一緒に健康体操を楽しむ来場者たち

　

昨
年
12
月
24
日
（
土
）、
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
公
民
館
自

主
文
化
事
業
「
ダ
ン
ス
公
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
主
催
の
同
公

演
会
は
、
兵
庫
県
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
女
性
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー

ム
の
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｓ
ｈ
ｉ

ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
」
が
熊
本

地
震
で
被
災
し
た
本
町
を
元
気
付

け
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ダ

ン
ス
公
演
を
行
い
、
約
１
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

「
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
に
、
魂
を
ふ
る
わ
せ
る
ダ
ン

ス
で
人
々
に
勇
気
を
与
え
、
生
き

る
力
を
与
え
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
の

同
グ
ル
ー
プ
は
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
を

披
露
。
決
め
の
ポ
ー
ズ

が
決
ま
る
と
、
来
場
者

か
ら
大
き
な
歓
声
が
起

き
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
の
合
間
に
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
で
き
る
健
康

体
操
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム

も
実
施
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、「
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
、
元

気
が
出
ま
し
た
。
来
場

し
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
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１
月
18
日
（
水
）
甲
佐
中
学
校
に

熊
本
県
民
テ
レ
ビ
の
本
橋
馨
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
訪
れ
、
乙
女
小
学
校
の
児

童
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

同
小
（
上
杉
菜
緒
子
校
長
・

１
２
１
人
）
は
現
在
熊
本
地
震
の
影

響
で
校
舎
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、

同
中
に
て
学
校
活
動
を
実
施
。
本
橋

ア
ナ
は
同
小
児
童
を
元
気
づ
け
る
た

め
に
来
校
し
、
テ
レ
ビ
番
組
で
お
な

じ
み
の
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
本
橋
さ
ん
が
来
て
く
れ

て
感
謝
し
た
い
で
す
。
元
気
が
出
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
ア
ナ
は
本
町
の
仮
設
団
地

も
訪
問
し
、
入
居
者
と
触
れ
合
う
な

ど
し
て
元
気
づ
け
ま
し
た
。

　１月８日（日）甲佐町直売所ろくじ館で、

新年の初売りサービスが実施されました。

　朝から冷たい雨が降るあいにくの天気でし

たが、青空市場が準備したぜんざいの甘い香

りに誘われるように、多くのお客でにぎわい

ました。

　ミカンのプレゼントや玉ネギ詰め放題の

サービスなどもあり来場者は大喜び。店内に

は、採れたての野菜や花、加工品などが並び、

地域の直売所ならではの温かい雰囲気に包ま

れた１日となりました。

震災に負けずに元気を　
ＫＫＴ本橋アナウンサーが乙女小を訪問

新春初売りで満員御礼
１月８日（日）ろくじ館で初売り

▲青空市場がふるまうぜんざいを味わう来場者

▼

本
橋
ア
ナ
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
乙
女
小
児
童
た
ち

　本町の田上歓久郎選手（横田区・甲佐小５年）、

田上廉太郎選手（同区・甲佐中１年）がサッカーの

九州大会に出場します。

　昨年12月に開催された第38回熊本県少年サッ

カー新人（田嶋杯）大会に、ソレッソ熊本の田上歓

久郎選手が出場しました。同チームは、全136チー

ムで競われるトーナメントを順調に勝ち上がり、決

勝戦では FC BIG WAVE と対戦。４‐１で見事優勝

を飾りました。同チームは、３月25日（土）～26

日（日）に大津町で開催されるＪＡ全農杯チビリン

ピック兼第23回九州ジュニア（Ｕ‐ 11）サッカー

大会に出場します。

　昨年12月に開催された第11回熊本県クラブユー

ス（Ｕ‐ 13）サッカー大会にソレッソ熊本の田上

廉太郎くんが出場しました。同チームは、全16チー

ムで競われたトーナメントを、決勝まで順調に勝ち

進み準優勝。３月４日（土）～５日（日）に長崎県

で開催される第11回九州クラブユース（Ｕ‐ 13）

サッカー大会に出場します。本町を代表する２人の

選手の今後の活躍が期待されます。

▲サッカーの九州大会に出場する田上歓久郎選手（横田区・甲佐小５
年）（写真左）と田上廉太郎選手（同区・甲佐中１年）（同右）

サッカーで九州大会出場へ
田上歓久郎選手と田上廉太郎選手
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人
権
教
育

甲佐町人権教育推進協議会（町社会教育課内）　TEL 096‒234‒2447( 内線 324）

■
３
月
４
日
（
土
）
甲
佐
町
人
権
教

　
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
蔵

田
勇
治
会
長
）
で
は
、
住
民
な
ど
に
同

和
問
題
や
人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
平
成
28
年
度
甲
佐
町
人

権
教
育
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

　
す
べ
て
の
住
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
特
に
同
和
問
題
を

人
権
問
題
の
柱
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の

完
全
解
決
を
目
指
す
と
と
も
に
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
講
演
会
に
参
加
し
て
お
互
い
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
問
題
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
て
そ
の
問
題
の
解
決

に
向
け
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
開
催
日
時

　
３
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

※
受
付
は
、
午
前
９
時
30
分
〜

●
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

●
講
演
会

・
講
師

　
吉
田
道
雄
さ
ん
（
熊
本
大
学
名
誉
教

授
・
熊
本
大
学
シ
ニ
ア
教
授
）

・
演
題

　「
み
ん
な
で
創
る
明
る
い
社
会

　
〜
あ
な
た
も
私
も
、み
ん
な
大
事
〜
」

 

●
共
催

　
町
、
町
教
育
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　（
町
社
会
教
育
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　（
内
線
３
２
４
）

３月４日（土）開催
甲佐町人権教育講演会

昨年度開催された甲佐町人権教育講演会

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
方
は
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て

国
民
健
康
保
険
の
税
額
や
医
療
費
の
限

度
額
な
ど
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
中
（
１
月
〜
12
月
）
の
収
入
が

何
も
な
い
方
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
も
、

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
を
し
な
い
と
、
国
保
税
の
軽
減

　
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
所
得
の
額
に

よ
っ
て
平
等
割
と
均
等
割
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
申
告
を
し
な
い
と
所
得
の

額
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

申
告
を
し
な
い
と
、
医
療
費
の
限
度
額

認
定
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療
費
の

限
度
額
認
定
は
所
得
の
額
に
応
じ
て
行

わ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
収
入
が
何
も
な
く
て
も
申
告

を
し
な
い
と
正
し
い
判
定
が
で
き
ず
、

医
療
費
の
限
度
額
認
定
の
判
定
が
上
位

所
得
者
と
な
り
ま
す
。

●
申
告
は
申
告
期
間
内
に

　
申
告
が
遅
く
な
る
と
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ず
に
高

い
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
後

で
所
得
が
判
明
し
た
時
に
国
民
健
康
保

険
税
を
追
加
で
納
め
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
高
額
の
医

療
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
に
医
療
費
の
限
度
額
認
定
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
の
申
告
は
、
必
ず
申
告
期
間
内

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
町
の
平
成
28

年
分
所
得
の
申
告
相
談
は
、
２
月
16
日

（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
は
、
町

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

所 得 の 申 告 は 期 間 内 に 済 ま せ ま し ょ う

国保加入者の皆さん
所得の申告を忘れずに
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）

■ 

平
成
29
年
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、
平

成
29
年
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月
23

日
〜
29
日)

の
趣
旨
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
は
、「
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」（
女
性
活
躍
推
進
法
）
の
完
全
施

行
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
す
。こ
の
間
、

大
企
業
や
国
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
率
が
ほ
ぼ

１
０
０
㌫
に
な
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
。

　
雇
用
形
態
や
就
業
形
態
に
関
わ
ら

ず
、
す
で
に
働
い
て
い
る
人
、
こ
れ
か

ら
働
こ
う
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
が

自
ら
の
意
思
に
よ
り
各
々
の
夢
と
希
望

を
実
現
す
る
た
め
、
一
層
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
働
け
る
職
場

を
作
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
平
成

29
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
広
報
・
啓
発
活
動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
の
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。

募
集
テ
ー
マ

　
女
性
も
男
性
も
、
自
ら
の
意
思
に
よ

り
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍
で
き

る
職
場
を
作
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ 

応
募
期
限

　
２
月
28
日(

火)

応
募
方
法

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
サ
イ
ト
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
ペ
ー
ジ
の
応

募
フ
ォ
ー
ム
に
、
必
要
事
項
を
入
力
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１

回
の
応
募
に
つ
き
１
作
品
と
な
り
ま
す
。

▼
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
サ
イ
ト

　

URLhttp://www.gender.go.jp/public/week/week.html

※ 

入
賞
者
に
は
、
４
月
中
に
通
知
し
ま

す
。

男女共同参画週間の
キャッチフレーズを募集

平成27・28 年の男女共同参画週間ポスター

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

 

■
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料
の

納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳

か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
受
け
取
り
額
を
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
に
限
り
ま
す
）。

●
海
外
に
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

人
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
国
内
に
い
る
親
族
な
ど
の
協
力
者

が
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、

日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金
口
座

か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
任
意
加
入
の
対
象
者

① 

年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
65
歳

ま
で
の
間

②
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

　
方
は
、
70
歳
ま
で
の
間

③ 

外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
日
本
人

●
任
意
加
入
の
申
し
出
方
法
に
つ
い
て

　
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
、
認
印
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
町
住
民
生
活

課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
４
）

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

保 険 料 の 納 め 忘 れ に ご 注 意 く だ さ い

国民年金の任意加入
制度をご存知ですか
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小 R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『街道をゆく』（司馬 遼太郎著）

石坂 妙さん
〔吉田区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■楽しい絵本展を開催

　図書室では、２月22日

( 水 ) ～３月６日 ( 月 ) に

「楽しい絵本展」を開催し

ます。

　同展では、３つのテーマ

にあった本80冊を展示し

ます。多くの皆さんのご来

場をお待ちしています。

●展示テーマ

①災害を知り、災害に学ぶ
②災害に立ち向かった人々
③くらしをみつめる

江戸の洒落者たちに人気の袋物

屋・神田の三島屋は、お嬢さん

のおちかが一度に１人の語り手

を招き入れての変わり百物語が

評判だ。訪れる語り手は、老若

男女さまざまで亡者、憑き神、

家の守り神、あやかしの者を通

してせつない話、こわい話、悲

しい話を語りだす…。心の深い

ところを揺さぶられる三島屋シ

リーズ第４弾です。

日本経済新聞出版社

小説

江戸の不思議な百物語に心引かれる
宮部 みゆき著 /『三鬼三島屋変調百物語四之続』 

シュールなかわいさが魅力の絵本
いしい ひろし作 /『かもめたくはいびん』

おいしい時短ワザが詰まったレシピ集
市瀬 悦子編 /『ほっとくだけ！デリ風作り置き』

材料を切って、ササッと下ごし

らえすれば、あとは冷蔵庫に入

れるだけ、電子レンジでほっと

くだけ。和風ピクルス、豚肉と

里イモのごまみそ煮、モヤシと

豆苗のナムルなどカラフルで味

の変化に富んだ「デリ風」作り

置きは、誰にでも簡単にできて

失敗もありません。お料理初挑

戦の方や忙しい主婦に、ぜひお

すすめしたいレシピ集です。

光文社

教養・娯楽

トランプがアメリカ大統領選を

制したのは、ウィキリークスで

暴かれたヒラリーのメールが原

因か。世界を揺るがす情報戦を

繰り広げるスパイたちの、手に

汗握るドラマチックなノンフィ

クション。世紀のスパイ「ゾル

ゲ」、二重スパイ「キム・フィ

ルビー」稀代のハッカー「アサ

ンジ」など人個性的なキャラク

ターに引き込まれる１冊です。

マガジンハウス

一般書

スパイたちのドラマチックストーリー
手嶋 龍一著 /『汝の名はスパイ、裏切り者、あるいは詐欺師』

かもめさんたちがやっている宅

配便やさんは、いつも大忙し。

仕事が長続きする配達員を探す

かもめの「てんちょうさん」の

前に現れたのは、空を飛べない

ペンギンさんで…。パステルカ

ラーの表紙のほんわかとしたイ

メージからは想像できない

シュールな絵と「はっ」とする

ストーリーが、子どもだけでな

くおとなも楽しめる絵本です。

白泉社

児童書

「湖西のみち」から25年の「街道」の
旅は始まった。琵琶湖の渡来人の足跡
を確かめ、信長が逃げ込んだ朽木谷を
訪ねる。司馬史観が展開するシリーズ。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
12
月
１
日
（
木
）
中
横
田
公

民
館
で
、
公
民
館
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
町
福
祉
課
・
柴
田
郁

子
係
長
が
「
介
護
保
険
制
度
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
介
護
保
険

制
度
の
し
く
み
に
つ
い
て
町
で

作
成
し
た
『
い
つ
も
安
心
み
ん

な
の
介
護
保
険
』
の
冊
子
を
活

用
し
、
要
介
護
認
定
の
申
請
方

法
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
、

本
町
の
介
護
保
険
の
給
付
費
の

推
移
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
介
護
予
防

は
、
多
く
の
方
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
介
護
保
険
給
付

費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、
保
険

料
の
個
人
負
担
も
軽
減
で
き
る

の
で
、
町
も
更
に
介
護
予
防
へ

の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
も
出
て
、
こ

れ
か
ら
の
介
護
予
防
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
12
月
20
日(

火)

町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
講
座
「
ミ
ニ
門

松
つ
く
り
」
を
開
催
し
18
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
村
上
浩
二
町
公
民

館
長
が
門
松
の
由
来
を
話
し
た

後
、
講
師
の
西
村
彰
さ
ん
（
井

戸
江
区
）、
佐
藤
直
樹
さ
ん

（
広
瀬
区
）、
山
下
佳
人
利
さ
ん

（
谷
内
区
）、
西
坂
和
洋
さ
ん

（
西
原
区
）
か
ら
、
門
松
つ
く

り
の
基
本
的
な
手
順
や
飾
り
付

け
な
ど
説
明
を
受
け
、
孟
宗
竹

に
松
・
竹
・
梅
を
思
い
思
い
に

飾
り
付
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
完
成
し
た

門
松
を
周
り
の
参
加
者
の
出
来

と
見
比
べ
な
が
ら
会
話
を
楽
し

み
、「
帰
っ
た
ら
早
速
、
玄
関

に
飾
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

▼

公
民
館
出
前
講
座
・
中
横
田
区

ミ
ニ
門
松
つ
く
り

▼

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
講
座

▲講師の柴田係長から介護保険

制度について学ぶ参加者たち

▲それぞれに個性の光る門松を

飾り付けたした参加者

▲

町公民館からのご案内

第20回甲佐町公民館大会

●日時

　２月18日（土）午前９時10分

●場所

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　こうさんもん元気活動推進事業

「歩いて発見、上早川」の発表

●講演

　演題「淡窓の心や教えを暮らし

に生かす」

　講師・中島龍磨さん（大分県廣

瀬資料館館長）

　町内公民館関係者および町民の

皆さんの多くのご参加をお待ちし

ています。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

■「災害と人権」①

　平成 28 年 4 月 14 日・16 日に発

生した熊本地震では、県内各所で甚

大な被害が発生し、避難者は多い時

で 18 万人を超えました ( 本震翌日

(4/17)) 午前 )。

 災害後のニュースなどで、「災害弱

者」、「災害時要援護者」などといっ

た言葉を見たり聞いたりしたことは

ありませんか ? この言葉は、災害

時に自力での避難が通常の人より難

しく、避難行動に支援を要する人々

のことを指します。具体的には、妊

婦、子ども、高齢者、障がい者、外

国人、病気やけがをしている人など

です。これらは避難時を想定して定

義されていますが、避難した後の避

難所などでの生活においても、こう

した方々への援護や配慮が必要とな

ります。

●女性の人権　　　　　　　
・ 避難所の仕切り役が男性ばかりに

なり、避難所の運営に女性の視点

が欠ける。

・ 炊き出しや掃除は女性の担当など、

避難所でも固定的性別役割分担が

なされる。

●子どもの人権
・ 災害のときに怖い思いをして、落

ち着かなかったり、動揺したりし

てしまう。

・ 震災によるストレスを感じている

大人からの虐待の発生。

●高齢者の人権　　　　　　　　
・ 認知症の方は、環境の変化に弱く、

避難所など日常とは違う環境だと

落ち着かなくなったり、徘徊や興

奮をしたりすることがある。

・ 長時間列に並ぶのが難しいが、炊

き出しや支援物資、入浴支援など

を受けるには他の方と同様に並ば

なくてはならない。

　～熊本県人権情報誌『コッコロ通

信』vol.36 より引用～
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❖
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
に

　
よ
る
地
域
で
の
介
護
予
防
活
動

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
介
護
予

防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
と
し
て
、「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
講
座
を
修
了
さ
れ
た

方
が
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
地
域
で
介
護
予
防
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
現
在
10
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
地
域
で

の
介
護
予
防
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
中
横
田
区

（
松
永
博
文
区
長
１
０
０
世
帯
）
で
の

介
護
予
防
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
同
区
で
は
活
動
を
昨
年
９
月
か
ら
始

め
、「
筋
力
低
下
の
予
防
」、「
話
す
・

か
む
・
飲
み
込
む
力
の
低
下
予
防
」
や

「
認
知
症
予
防
」
な
ど
を
目
的
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
中
横
田
区
の
介
護
予
防
活
動
の
内
容

　
１
月
17
日(

火)

に
実
施
さ
れ
た
中

横
田
区
の
介
護
予
防
活
動
の
取
り
組
み

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
午
前
10
時
ま
で

　
血
圧
測
定

② 

午
前
10
時
　
開
会
の
歌
の
「
い
き
い

き
炭
坑
節
」
の
合
唱

※
「
い
き
い
き
炭
坑
節
」
は
、
中
横
田

　
区
で
作
っ
た
歌
詞
で
す
。

③ 

午
前
10
時
５
分
　「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」(
「
ウ
エ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
お
も
り
を
使
っ
た
筋
力
強
化
の
た

め
の
体
操)

の
実
施

④
午
前
10
時
45
分

　
休
憩

⑤ 

午
前
11
時

　
想
起
ゲ
ー
ム
（
言
葉
の

最
後
に
「
ん
」
の
つ
く
言
葉
を
想
い

起
こ
す
ゲ
ー
ム
）

⑥
午
前
11
時
15
分
　
追
っ
か
け
将
棋

⑦ 

午
前
11
時
30
分
　
終
了(

金
曜
日
は

会
食
を
さ
れ
ま
す)

　
平
成
29
年
３
月
ま
で
は
、
火
・
金
曜

日
の
週
２
回
開
催
予
定
で
、
参
加
料
は

１
回
１
０
０
円
で
す
。

●
介
護
予
防
活
動
に
参
加
し
て
の
感
想

◎
「
集
い
の
場
」
に
つ
い
て

・
何
十
年
と
会
え
て
い
な
か
っ
た
人
に

再
会
で
き
た
の
で
う
れ
し
い
。

・
昔
の
こ
と
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い
。

・
皆
さ
ん
と
会
話
す
る
こ
と
が
楽
し
い
。

◎
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
つ
い
て

・
膝
の
痛
み
が
良
く
な
っ
た
。

・
体
が
軽
く
な
っ
た
。

・
起
き
る
と
き
に
、
起
き
上
が
り
が
楽

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
体
操
し
た
後
は
肩
こ
り
が
良
く
な
る
。

・
効
果
が
実
感
で
き
る
の
で
参
加
す
る
。

・
体
力
に
自
信
が
な
か
っ
た
が
、
体
操

の
立
ち
上
が
り
が
２
か
月
ほ
ど
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
信
が
つ
い

た
。

・
立
ち
上
が
り
の
時
に
、
何
も
に
ぎ
ら

な
く
て
も
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
家
で
１
人
で
は
で
き
な
い
が
、
集

ま
っ
て
す
る
か
ら
続
い
て
い
る
。

◎
昼
食
に
つ
い
て

・
心
の
こ
も
っ
た
昼
食
に
感
謝
し
て
い

る
。

◎
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
感
想

・
集
ま
り
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
嬉
し

い
。
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
た
い
。

・
や
り
が
い
が
あ
る
。

　
介
護
予
防
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
な
ど
に
な
る
こ
と
の
予
防
と
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
悪
化
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
介
護
予
防
は
、
高
齢
者
を
年

齢
や
心
身
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
る
こ
と
な
く
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
通
し
て
地
域
住
民
で
健
康
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
中
横
田
区
で
も
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
、
地
域
で
の
介
護
予
防
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

仲
間
と
の
介
護
予
防
活
動
を
続
け
て
、

心
身
共
に
健
や
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
住
民
主
体
の
「
集
い
の
場
」

中
横
田
区
で
の
介
護
予
防
活
動

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

だれもが健康で明るく元気に毎日

を過ごすためには、高齢者の皆さ

んによる介護予防の取り組みが大

切で、互いに支えあうことで健や

かな生活を維持することができま

す。地域での介護予防活動につい

てみんなで考えてみましょう。

今月の「あゆみだより」は

古閑 裕子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
２月の子育て支援カレンダー

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（水） 鬼のお面を作ろう

３日（金） 豆まき

６日（月） 砂場で遊ぼう

８日（水） お散歩に行こう

10日（金） カード作り（バレンタイン）

13日（月） バレンタインチョコ作り

15日（水） ままごと遊び

17日（金） お誕生会（要予約）

20日（月） ブロックで遊ぼう

22日（水） シール遊び

24日（金） 雛飾りを作ろう

27日（月） お絵かきをしよう

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

２・３月の保健活動

　　２月16日（木）　午前９時

　　３月16日（木）　午前９時

　　２月16日（木）　午前10時

　　３月16日（木）　午前10時

　　２月３日（金）　午前９時30分

　　２月７日（火）　午後１時

　　３月７日（火）　午後１時

　　３月17日（金）　午前９時30分

　　２月７日（火）　午後１時20分

　　３月７日（火）　午後１時20分

　　３月14日（火）　午後１時30分

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

森本 琉
る い

生 くん（１歳）
　父・晃正 さん　母・明己 さん

　（府領区）

　お友だち募集中です

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

11日（土） 発表会

17日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
●町へのメールでのお問い合

わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform

Public Relations KOSA
February 2017 14

　
町
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
の
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の

た
め
の
「
介
護
予
防
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
要
介
護
状
態
に

な
る
前
の
高
齢
者
の
リ
ス
ク
や
社

会
参
加
状
況
の
把
握
、
地
域
課
題

の
特
定
な
ど
で
す
。

　
２
月
の
行
政
区
配
布
の
際
に
調

査
票
な
ど
を
対
象
者
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
の
対
象
者

　
介
護
保
険
第
１
号
保
険
者
（
65

歳
以
上
）
で
、
要
介
護
１
〜
５
の

人
を
除
く
人

▼
調
査
へ
の
回
答
期
限

・
２
月
28
日
（
火
）

▼
提
出
方
法

　
調
査
票
に
ご
回
答
い
た
だ
き
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
町
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
１
）

　
町
で
は
、
平
成
29
・
30
年
度
に

発
注
す
る
「
建
設
工
事
」、「
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
」、「
物
品
購
入
」、「
業
務
委
託

等
」
の
競
争
入
札
参
加
者
資
格
審

査
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間

・
定
期
受
付

　
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

・
随
時
受
付

　
定
期
受
付
以
降
の
期
間

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
き
ま

す
。

▼
提
出
方
法

・
持
参
す
る
場
合

　
町
総
務
課
（
庁
舎
２
階
）
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

・
郵
送
の
場
合
の
送
付
先

　
〒
８
６
１
‐
４
６
９
６

　
甲
佐
町
豊
内
７
１
９
番
地
４

　
甲
佐
町
役
場
総
務
課
文
書
管
財 

係▼
入
札
参
加
期
間
の
有
効
期
間

・
定
期
受
付

　
４
月
１
日
（
土
）
〜
平
成
31
年

３
月
31
日
（
日
）

・
随
時
受
付

　
決
定
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

（
日
）

　
申
請
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
町

総
務
課
に
お
尋
ね
に
な
る
か
町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
５
）

・
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
URLhttp://w

w
w
.tow
n.kosa.kum

am
oto.jp/

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を

客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な

ツ
ー
ル
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
早
速
、
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
に

は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３

月
15
日
（
水
）
ま
で
に
最
寄
り
の

税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
申
請
を
す
る
と
、
平
成

29
年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
申
告
期

間
平
成
30
年
２
月
〜
３
月
）。

　
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色

申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対

象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
九
州
農
政

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

２月５日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

２月12日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

２月19日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

２月26日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

doctor

ｉ
お
知
ら
せ

介
護
予
防
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査

申

請

書

の

受

付

を

開

始

青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か

町税などの滞納処分（12月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ５件

交 付 要 求 ０件

公 売 代 金 1,144,466円

tax
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
九
州
農
政
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
０
０
‐
６
０
２
０

・
農
林
水
産
省
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
URLh

ttp
://w
w
w
.m
aff.g
o
.jp
/

　
２
月
19
日
（
日
）
熊
本
市
で
、

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し
、

「
熊
本
の
元
気
」
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、「
熊
本
城
マ
ラ

ソ
ン
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
大
会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た

り
大
規
模
な
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
線

以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
に
お
い

て
も
大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
す
る
本
大
会
の
開
催

に
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
熊
本
市
内
へ
の
お
出

掛
け
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
URLhttp://kum

am
otojyo-m

arathon.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　
事
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
２
８
‐
２
３
７
３

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

・
金
岡
　
重
子
様
　
兵
庫
県

・
岸
川

　
嘉
明
様

　
兵
庫
県

・
林
　
　
知
之
様
　
東
京
都

・
井
芹
　
　
茂
様
　
神
奈
川
県

・
飯
田

　
英
明
様

　
東
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
10
名
様

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
６
，
９
６
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
１
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

environmental preservation

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ０ （△１）

死 者 ０ （０）

傷 者 ０ （△２）

１月15日現在（カッコ内は前年比較）

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （２）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 ２ （２）

１月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

２
月
19
日
（
日
）
は
熊
本
城

マ
ラ
ソ
ン
交
通
規
制
に
ご
注
意
を

安平区には、甲佐神社創建にま

つわる伝承が伝えられています。

阿蘇大明神の第２子・甲佐大明

神が、南の国を治めるために 13

人の供を連れて阿蘇からやって来

ます。

どこに社を築くか阿蘇大明神

に尋ねると、弓を射てその矢が落

ちた所に築くよう命じます。

安平の北側、山の頂上には大き

な岩があり、一行がこの地に着い

た時、この岩に寄りかかって眠っ

てしまいます。この岩を石の磨臥

( 別名「マドロミの石」) と呼ん

でいます。

眠りから覚めた一行は、矢を

探しに山を下ります。

村人に尋ねると、村人は「不

思議な光を出している所がありま

す」と答え、一行を案内します。

竹藪を切り開きながら進むと、溝

を越えた所に光るものがあり弓の

矢が落ちていたため、そこに社を

築きました。

この伝承を基にして、文政２

(1819) 年、甲佐大明神が降りた

所に甲佐大明神降座之碑が建立さ

れました。

大明神が手を洗われた所を御

手洗 ( みたらい ) と言い、渡られ

た橋を御手洗橋と呼ぶようになり

ました。

また、付近に御手洗神社と呼

ばれる神社が築かれました。

後に御手洗橋は、石造りの眼

鏡橋に造り替えられ、現在に至っ

ています。

甲佐町の文化財探訪　～第 41回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▲
震
災
の
影
響
で
損
傷
し
た
眼
鏡
橋

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「御手洗眼鏡橋」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

クリーンセンターへのごみ直接搬入について

TEL
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元気に自分らしく住み慣れた場所で暮らすための介護予防・日常生活支援総合事業
Information

■ 介護予防・日常生活支援総合事業（総合事
業）が始まります

●元気に自分らしく住み慣れた場所で暮らすために

　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）とは、

市町村が行う新しい介護予防事業です。元気に自分らし

く住み慣れた場所で暮らすために、１人ひとりの生活に

合わせた柔軟な介護予防のためのサービスを利用するこ

とができます。

　同事業には、生活機能低下が見られるなど介護予防や

生活支援が必要な人が利用できる「介護予防・生活支援

サービス事業」と、65歳以上の人ならどなたでも利用で

きる「一般介護予防事業」の２種類があります。

●「介護予防・生活支援サービス事業」のサービス

　「介護予防・生活支援サービス事業」では、要介護認

定を受けて要支援１または２に認定された人と基本

チェックリストを受けて事業対象者と判断された人が、

次のサービスを利用することができます。

①訪問型サービス（訪問介護相当サービス）
　ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や生活援助

を行います（これまでの介護予防通所介護に相当する

サービス）。

②通所型サービス（通所介護相当サービス）
　通所介護施設で日常生活上の支援や生活行為向上のた

めの支援をします（これまでの介護予防通所介護に相当

するサービス）。

③その他の生活支援サービス（サテライト事業）
　高齢者の生きがいと社会参加および自立生活の助長を

促進するため、町老人いこいの家や福祉ふれあいセン

ターなどを活用して通所の方法により、運動器の機能向

上および健康増進活動などのサービスを提供します。

　４月以降にも、１人ひとりの状態に合わせた介護予防

を実施するため、さまざまな介護予防サービスの実施を

予定しています。

●「一般介護予防事業」のサービス

　「一般介護予防事業」は65歳以上のすべての人が利用

でき、現在、次のような事業があります。

・地域での介護予防活動

　地域での介護予防活動は、介護予防サポーターなどの

協力により地域の公民館などで実施されています。現在、

西寒野区、岩下一区、岩下二区、中横田区、浅井区、上

早川四区、早川区、北早川区、上田口区の９行政区およ

び白旗仮設団地の計10か所で実施中です。

　また、他の行政区でも介護予防活動が実施できるよう

に活動支援を行っています。

・介護予防サポーター養成講座

　地域で介護予防を行う人材を育成することおよび受給

者の介護予防に対する知識を向上させることを目的とし

て、町が実施している養成講座です（10回の受講が必要）。

●その他の介護予防に関すること

・認知症サポーター養成講座

　認知症の方に対する声掛けや対応方法を学び、認知症

を有していても安心して生活ができる地域づくりを目的

として、町が実施している養成講座です。

・鮎緑（あゆみ）トレーニング室

　町総合保健福祉センターにおいて、トレーニング機器

などを利用した筋力トレーニングやストレッチ、シニア

向けのうきうき教室など、介護予防だけでなく健康維持

のためにも利用することができます。

　４月には、現在改修工事を行っている「フィットネス

センター」が完成予定です。トレーニング機器も増やし、

シャワー室も完備されます。

●介護予防については町地域包括支援センターへ

　町地域包括支援センターは、介護に関する援助や支援

に関してさまざまな相談を行っています。ご気軽にご相

談ください。

▼お問い合わせ先
　町地域包括支援センター（町総合保健福祉センター内）

　 TEL 096-235-8711

　
県
に
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
滅

失
ま
た
は
損
壊
し
た
自
動
車
の
所

有
者
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
自
動
車

を
取
得
し
た
場
合
の
自
動
車
取
得

税
を
申
請
に
よ
り
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
免
除
の
対
象

　
平
成
28
年
４
月
14
日
（
木
）
か

ら
12
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
、
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
被
災
自

動
車
の
代
替
自
動
車
を
平
成
29
年

６
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
取
得
し

た
場
合
の
自
動
車
取
得
税

▼
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

災
害
免
除
申
請
書
（
自
動
車
取

得
税
）

・ 

代
替
自
動
車
の
自
動
車
検
査
証

・ 

被
災
証
明
書
ま
た
は
登
録
事
項

等
証
明
書

・
被
災
自
動
車
の
写
真

▼
免
除
申
請
期
限

　
平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

　
免
除
の
要
件
や
書
類
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
熊
本
県
自
動
車
事
務

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
８
‐
４
０
２
０

ｉ
お
知
ら
せ

熊

本

地

震

に

係

る

自
動
車
取
得
税
の
免
除
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ソフトバレーボール
大会結果

　 　

▲

優
勝
し
た
あ
ゆ
の
里
チ
ー
ム

・優　勝　あゆの里
・準優勝　甲佐中学校
・敢闘賞　甲佐リハＡ

●主催・甲佐町バレーボール
協会（芦原博幸会長）
●期日・平成28年11月16日（水）
●会場・甲佐小学校体育館

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

２月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

■お問い合わせ先

TEL

　
松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部
で
は
、

生
徒
へ
接
客
の
実
践
学
習
や
地
域

と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
分
教

室
の
作
業
学
習
で
丁
寧
に
心
を
込

め
て
作
製
し
た
製
品
の
販
売
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
多
く
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
販
売
品

　
学
校
農
園
で
採
れ
た
新
鮮
な
季

節
の
野
菜
や
花
苗
、
革
製
品
（
小

銭
入
れ
、
キ
ー
ケ
ー
ス
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
）、
紙
す
き
製
品
（
ハ

ガ
キ
、
封
筒
な
ど
）

▼
日
時

　
２
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▼
場
所

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
・

エ
・
ラ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
０
４
０

　
風
と
土
の
会
で
は
、
２
月
26
日

（
日
）
に
「
た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
竜
野
の
田
園
と
里
山
に
囲
ま
れ

た
空
気
の
き
れ
い
な
農
道
を
、
家

族
や
友
だ
ち
と
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
小
学
生
か
ら
参
加
で
き
、
自
然

観
察
に
興
味
の
あ
る
人
に
お
す
す

め
で
す
。

▼
日
時

　
２
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
集
合

▼
集
合
場
所

　
龍
野
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
内
容

　
竜
野
地
区
の
田
園
風
景
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
約
６
㌔
コ
ー
ス

の
散
策
、
キ
ン
カ
ン
狩
り
、
地
元

物
産
販
売
な
ど

▼
参
加
費

　
１
人
５
０
０
円

※
保
険
料
、
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

▼
定
員

　
50
人

▼
申
し
込
み
期
限

　
２
月
23
日
（
日
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
風
と
土
の
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
３
７
５
５

　「
た
か
が
万
引
き
」
と
軽
く
考
え

て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

万
引
き
は
犯
罪
で
す
（
窃
盗
罪
「
10

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
」）。

　
万
引
き
が
ば
れ
た
ら
お
金
を
払
っ

た
り
品
物
を
返
し
た
ら
い
い
と
軽
く

考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
万
引

き
を
し
て
し
ま
っ
た
後
で
は
代
金
を

払
っ
て
も
品
物
を
返
し
て
も
罪
は
消

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
万
引
き
を
し
た

物
を
も
ら
う
（
買
う
）
こ
と
や
万
引

き
を
さ
せ
る
こ
と
も
犯
罪
で
す
。

　
万
引
き
を
「
し
な
い
」、「
さ
せ
な

い
」、「
見
逃
さ
な
い
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
招

く
置
き
引
き
被
害
は
、
大
切
な
荷
物

や
個
人
情
報
が
盗
ま
れ
て
し
ま
い
、

取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
意
識
し
て
金
品
を
守
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
飲
食
店
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
荷
物

を
置
い
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い

こ
と
が
鉄
則
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　(

御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　（
内
線
２
６
１
）

熊本地震に係る損壊家屋等の解体申し込み期限は３月31日（金）です

ｃ
く
ら
し
安
全

万
引
き
は
犯
罪
で
す

２
月
26
日
（
日
）
開
催

た

つ

の

ウ

ォ

ー

ク

ｅ
開
催

２
月
10
日
（
金
）
松
橋
西
支
援

学
校
高
等
部
販
売
会
を
開
催

●解体の申し込みはお済みですか

　熊本地震に係る損壊家屋等の公費解体お

よび個人解体による費用の償還の申請は、

３月31日（金）までとなります。

　申請がまだお済みでない方は必要書類を

準備の上、町環境衛生課で申請してくださ

い。必要書類などの詳細は、お問い合わせ

ください。

　町環境衛生課

　 TEL 096-234-1169( 内線251)

Information
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

過
ぎ
行
き
を
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
日
溜
り
で
す
る
事
も

無
き
冬
晴
れ
の
朝 

赤
星　

延
子

飼
い
犬
が
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
る
旨
そ
う
に
野
菜
嫌
い

の
吾
に
優
る
か 

赤
星　

文
子

思
い
出
は
美
し
き
も
の
風
呂
焚
き
の
煙
懐
か
し
義
母

の
居
た
頃 

塚
原　

暁
益

我
が
家
で
は
変
わ
る
こ
と
無
き
元
旦
を
迎
え
し
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り 

池
田
キ
ヨ
子

独
り
居
で
煮
炊
き
の
量
も
定
ま
ら
ず
昨
日
の
シ

チ
ュ
ー
暖
め
て
を
り 

上
村　

か
ず

亡
き
友
の
歳
を
迎
え
る
吾
は
未
だ
や
り
残
し
な
ど
山

程
に
あ
る 

内
田
乃
武
子

足
音
も
な
か
な
か
元
気
隣
か
ら
仮
設
の
部
屋
の
楽
し

き
声
す 

吉
永
由
紀
子

三
日
月
と
金
星
見
上
げ
「
飛
行
機
は
ぶ
つ
か
ら
な
い

の
」
と
幼
尋
ね
る 

塚
本　

俊
子

花
花
は
全
て
寒
さ
に
倒
れ
し
も
白
水
仙
は
凛
と
咲
き

お
り 

上
村
や
す
美

災
害
に
明
け
暮
れ
し
申
過
ぎ
行
き
て
酉
を
迎
え
て
平

穏
祈
る 

緒
方　

明
美

和
み
た
る
年
で
有
り
た
し
野
仏
は
初
日
の
な
か
に
微

笑
み
給
う 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
年
賀
状
」

孫
た
ち
の
笑
顔
が
並
ぶ
年
賀
状 

古
閑
チ
ヨ
ミ

年
賀
状
並
べ
て
子
等
の
歳
を
知
る 

　

布
田　

愛
子

年
賀
状
メ
ー
ル
に
替
わ
る
ご
挨
拶 

　

安
浪　

ア
キ

ラ
イ
バ
ル
に
今
年
も
出
し
た
年
賀
状 　

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
明
る
い
」

頑
張
ろ
う
明
る
い
未
来
待
っ
て
い
る 

林　
　

雅
之

何
と
な
く
明
る
い
朝
だ
年
明
け
て 

日
隈　

俊
郎

老
い
独
り
心
明
る
く
生
き
て
い
く 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

春
一
番　

セ
ッ
ト
の
髪
に
憎
事
す
る 

広
田
み
ど
り

春
一
番　

帽
子
も
彼
も
去
っ
て
行
き 

下
山　

千
恵

春
一
番　

そ
ろ
そ
ろ
届
く
花
便
り 

志
垣　
　

光

春
一
番　

香
り
漂
う
梅
の
花 

佐
藤　
　

葵

春
一
番　

ク
ラ
ス
会
に
は
何
着
ろ
か 

布
田
か
ん
な

春
一
番　

歩
き
も
出
来
ん
砂
ぼ
こ
り 

平
井
や
よ
い

春
一
番　

駒
が
嘶
く
春
の
風 

長
原　

産
賀

春
一
番　

重
な
る
祝
い
財
布
空 

佐
野
し
ょ
う

春
一
番　

花
粉
症
連
れ
の
う
で
来
る 

光
永　
　

六

春
一
番　

嫁
と
娘
が
ご
懐
妊 

井
元
あ
ざ
み

春
一
番　

カ
ツ
ラ
も
ず
れ
て
向
き
変
り 

日
高　

美
里

春
一
番　

花
咲
く
陽
気
連
れ
て
来
る 

上
田　

梅
清

春
一
番　

地
震
の
悪
夢
吹
き
飛
ば
せ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

如
月 

〜

平成29年 成人式（町生涯学習センター）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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３
月
19
日
（
日
）
は
、「
緑
川
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
さ

２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨

年
は
、
震
災
の
影
響
で
中
止
に
な
っ

た
の
で
、「
今
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
よ

う
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
町
内
の
名

所
を
巡
る
「
こ
う
さ
ん
も
ん
ク
イ
ズ

ウ
ォ
ー
ク
」
や
天
然
芝
コ
ー
ス
で
競

う
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
月
号
の

「
こ
う
さ
ス
タ
イ
ル
」
で
紹
介
し
て

い
る
高
田
精
肉
店
の
『
に
ら
メ
ン

コ
。』
な
ど
の
町
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
品
や
甲
佐

の
お
い
し
い
グ
ル
メ
が
集
ま
る
「
陽

気
マ
ル
シ
ェ
」
も
必
見
で
す
。

　

本
町
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

船　津　北野　詩
こと

寧
ね

　女　誓　司

田　口　大塚　三
み

茉
ま

　女　健　太

横　田　上田　莉
り

乃
の

　女　真　一

麻生原　外村　琴
こと

羽
は

　女　有　也

吉　田　永田　晟
せい

也
や

　男　純　一

豊　内　山田　茉
ま

凜
りん

　女　輝　晃

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,177 △５

女 5,794 △14

計 10,971 △19

世帯数 4,305 △８

平成28年12月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

有　安　本田　　才　96　長久子

上早川　田端　　定　93　ユキエ

坂　谷　渡邊　幸人　78　貴　幸

上早川　谷田シズエ　96　年　美

田　口　守田千鶴枝　102　千鶴枝

東寒野　酒井　紀雄　76　はるみ

豊　内　本田　愛孝　93　愛　孝

津志田　一口　政春　89　訓　男

上早川　本田　　修　61　絹　子

豊　内　小松丸榮一　85　　諭　

岩　下　堺　ハツヱ　103　甲斐須美子

西　原　西坂　　繁　89　　繁　

白　旗　本田　建治　77　律　子

緑　町　松尾　康代　49　康　代

糸　田　中川セツ子　88　　光　

津志田　津出　敏宏　72　　敬　

ひとの動き（敬称略）

12月11日（日）～１月10日（火）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① 鶏肉は食べやすい大きさに

切り、酒を振ってよくもみ込

みます。

② 里イモは、皮をむき塩もみ

してぬめりを取り、食べやす

い大きさに切り分けます。

③ 小松菜は、たっぷりの熱湯

でサッとゆでて水にさらして

から、４㌢の長さに切り分け

ます。

④ 長ネギは斜めに切っておき

ましょう。

⑤ 鍋にゴマ油を熱して①を炒

め、肉の色が変わったら里芋

を加えて炒め合わせます。

⑥ 水とコンソメを⑤に入れ煮

込み、あくが浮いてきたらて

いねいにすくい取りましょう。

⑦ みりん、しょうゆ、すりゴ

マを⑥に加え、最後にあぶっ

たもちと長ネギを加えたら出

来上がりです。

　　　ゴマには、がんの発生を抑

える働きがあるとされるセサミン

や血圧やコレステロール値を下げ

るビタミン Eが含まれています。

　疲労回復や貧血防止などにも効

くゴマを上手に摂って、いつまで

も若々しくがんばりましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

寒い冬のゴマ鍋

ご存知ですか？ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　船　津　仲原　秀一

　　妻　美里町　笹原　美保

　　夫　吉　田　益田　強平

　　妻　御船町　岩男　都萌

　　夫　中　山　大森謙太郎

　　妻　熊本市　藤井　幸子

　　夫　熊本市　中村　伸次

　　妻　船　津　井上　真衣
［

材料－４人分－

鶏もも肉…………………… ２枚
小松菜……………………… ２株
里イモ……………………… ４個
もち………………………… ４個
長ネギ……………………… ２本
酒……………………… 大さじ２
ゴマ油………………… 大さじ１ 
コンソメ………………… ２個分
水……………………… ４カップ
みりん………………… 大さじ２
しょうゆ……………… 大さじ２
すりゴマ……………… 大さじ３

［

［

［



　

「
地
元
の
特
産
品
の
良
さ
を
活

か
し
、
甲
佐
町
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
も
の
を
作
り
た
い
」
と
語
る

の
は
、『
に
ら
メ
ン
コ
。』
を
販
売

す
る
高
田
精
肉
店
（
大
栄
フ
ァ
ー

ム
）
の
髙
田
裕
三
さ
ん
・
く
る
み

さ
ん
ご
夫
妻
と
娘
の
侑
希
奈
さ
ん
。

　

黒
毛
和
牛
と
国
産
豚
肉
の
合
び

き
に
本
町
産
の
新
鮮
な
ニ
ラ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
製
メ
ン
チ
カ

ツ
は
、
甲
佐
町
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
に
平
成
23
年

に
認
定
。
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
販

売
で
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、

町
内
だ
け
で
な
く
県
内
外
か
ら
買

い
求
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
に
喜
ば
れ

る
、
本
町
を
代
表
す
る
人
気
商
品

の
１
つ
と
な
っ
た
。

　

商
品
開
発
に
あ
た
り
「
精
肉
店

と
し
て
自
信
を
持
っ
て
取
り
扱
っ

て
い
る
肉
と
甲
佐
町
の
特
産
品
を

活
か
し
て
、
地
域
を
元
気
に
で
き

る
も
の
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い

た
裕
三
さ
ん
は
、
県
内
で
生
産
量

一
を
誇
る
食
材
で
あ
る
ニ
ラ
と
出

会
う
。
く
る
み
さ
ん
と
共
に
「
ニ

ラ
の
個
性
と
肉
の
う
ま
味
を
掛
け

合
わ
せ
、
普
通
の
メ
ン
チ
カ
ツ
と

は
見
た
目
も
一
味
違
う
ふ
く
よ
か

で
め
ん
こ
い
形
と
美
味
し
さ
」
を

追
求
し
て
『
に
ら
メ
ン
コ
。』
を

送
り
出
し
た
。

　

「
ニ
ラ
は
独
特
な
風
味
が
あ
る

た
め
、
10
人
に
１
人
で
も
気
に

入
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
、
販
売
当

初
は
思
っ
て
い
た
裕
三
さ
ん
。

「
店
舗
の
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
商

品
を
愛
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が

一
番
で
す
。
今
で
は
子
ど
も
か
ら

大
人
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
も

広
く
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
も

の
と
な
り
う
れ
し
い
」
と
、
く
る

み
さ
ん
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

緑
町
で
店
舗
を
構
え
て
い
た
が
、

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
、
昨
年
11
月
に
安
津
橋
近

く
の
国
道
４
４
３
号
沿
い
に
移
転
。

イ
ー
ト
イ
ン
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
、
ア
ツ
ア
ツ
を
そ
の
場
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
地
元
の
皆
さ
ん
の
元
気
の

素
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

１
歩
ず
つ
新
し
い
こ
と
に
踏
み
出

し
て
い
き
た
い
」
と
、
髙
田
さ
ん

は
家
族
の
絆
で
作
る
美
味
し
さ
で

お
客
様
を
迎
え
る
。
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こうさ広 報

新
鮮
な
ニ
ラ
と
厳
選
し
た
お
肉

「
に
ら
メ
ン
コ
。」
で
甲
佐
を
元
気
に

たかた せいにくてん / 甲佐

町の特産品ブランド「こうさ

んもん」認定品である『にら

メンコ。』（ニラのメンチカ

ツ）を販売。

Kosa
Style
こうさ スタイル

高田精肉店 
Takata Seinikuten 

甲佐町船津4番地6
　TEL096-234-0057


